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高齢者がん医療協議会（コンソーシアム） 運営規程 

（名称） 

本会は、高齢者がん医療協議会（コンソーシアム） [英文名：Japanese Association of 

Geriatric Oncology、JAGO]と称する。 

（目的） 

第1条 高齢者がん医療協議会（以下「協議会」という。）は、高齢者のがん医療における 

教育・診療・研究の向上を目指して合理的かつ科学的な企画・事業を実践し、有効かつ適

切な高齢者のためのがん医療の普及をとおして、公共の福祉に貢献することを目的とす

る。 

（構成） 

第２条 協議会は、厚生労働科学研究費補助金 がん対策推進総合研究事業「高齢者がん

診療ガイドライン策定とその普及のための研究」（研究代表：佐伯俊昭、以下班研究）

に賛同するがん関連学会・団体、老年医学関連の学会・団体から推薦される委員により構成

される。 

２．議長は研究代表者または研究代表者が指名するものが務める。 

３．本会には副議長を置くことができる。議長が指名し、議長がその任を果たせない場合に、

議長の任を代行する。 

(協議会の業務) 

第３条 協議会は、班研究を支援するために、班の依頼に応じ以下の業務を行う。 

（１）高齢者のがん医療に関する情報を収集・解析する。 

（２）有効かつ適切な高齢者のがん治療・支持療法を確立するための教育・診療・研究に

ついて検討し、その向上を目指し企画・事業を行う。 

（３）高齢者がん診療ガイドライン委員会等、班が設置した委員会や研究事業を支援する。 

（４）高齢者がん医療を担う人材育成のための事業を企画・実施する。 

（５）患者・家族および一般市民啓発を目的とした公開講座、シンポジウム等を開催す

る。 

２. 前項第 1 号の業務を遂行するにあたってワーキンググループや委員会を設置すること

ができる。その構成、業務等は細則で規定する。 

（協議会の運営） 

第４条 協議会は、年 1回、総会を開催するものとする。 
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２．総会の開催は議長が召集する。 

３．議長は必要に応じて、臨時の会議を開催することができる。 

４．総会は Web 会議システム、臨時の会議は電子メイルあるいは Web 会議システムを使っ

て、会議開催に代えることができる。 

 

（議決） 

第５条 審議事項が採決を要する場合は委員総数の 2分の 1以上の出席をもってする。 

２．採決が可否同数の場合は議長の決するところによる。 

３．やむをえない理由によって総会・会議に出席できない委員はあらかじめ書面により別の

委員に表決権を委任することができる。この場合、その欠席した委員は総会・会議に出席し

たものとみなす。 

 

（報告） 

第６条 協議会で実施された事業は、年 1 回班研究の報告事項の一つとして厚労省に文書

をもって報告される。 

 

（内規の改正） 

第７条 本内規の改正は、協議会委員が立案し、協議会の議を経て、承認によりこれを行う。 

 

附則 

附則１. 

本規程の施行に伴う細則は、別に定める。 

 附則２. 

  本規程は、2021 年 9月 25日から施行する。 

 附則３． 

  協議会は、厚生労働科学研究費 補助金事業（がん対策推進総合研究事業）「高齢 

者がん診療ガイドライン策定とその普及のための研究」によって運営される。 

  ただし、研究期間は、2021 年 4 月から 2023 年 3 月までの予定で、その後の運営に 

  ついては、協議会内で図っていく。 


	高齢者がん医療協議会（コンソーシアム）.pdf
	二期(2021年）

	高齢者がん医療協議会運営規程2021 .pdf



